
 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒達には夢や目標をもって生活してほしいと思っています。しかし、夢や目標をもっていても具

体的にどうすればよいのか？どんなことに力を入れていけばよいのかまでは考えさせていませんでし

た。しかし、夢や目標を達成するために大切なのは、達成するために何が必要なのかを具体的に考え

ることやそれに向かって具体的な努力をすることだと思います。そこで、本年度は大谷選手もやって

いたという「マンダラチャート」を考えさせることにしました。まだまだ夢や目標をもっていなかっ

た生徒も多いのですが、とにかく１つの目標を達成するために、具体的な努力事項８個について頑張

ってくれたらと思っています。もちろん、途中で夢や目標、努力事項を変更することも可能です。そ

して、毎月、きちんと振り返りを行っていくことで、継続して努力していけるようにしたいと思いま

す。裏面に、実際の生徒のマンダラチャートを掲載させていただきます。 

 

 

 先月の学校だより（しもね 第２号）に本年度の本校のグランドデ

ザインを掲載しました。その中の組織目標（本年度、本校の最重要目

標）の１つに、「特別活動の充実」を改めて入れました。 

理由は２つです。１つは、学校中の生徒やクラスの友達がよりよく

生活するためにどうすればよいかを考え実行に移すのが委員会活動や

係活動です。一人一人が「誰かの役に立つために」はどうすればよいか

を考えてほしいと思ったからです。２つ目は、実際に行動して、「誰か

の役に立っている」ということを実感してほしいと思ったからです。 

右の写真は、広報委員の２年生が中心となって行った、総体に向けて、３年生へのメッセージです。

広報委員の２年生が企画し実行したものです。さらに広報委員会では、昼の放送で、各部の部長さん

の総体に向けてのメッセージを放送する予定です。また、福祉委員会では緑の募金、保健委員会では

「歯の健康を守ろう」という呼びかけ活動を展開しています。これからの各委員会や各クラスの係の

活動が楽しみです。 

 

 

 茨城ユニセフ協会の方がお見えになり授業を展開してくださいました。

世界中の子供達の状況を動画で紹介してくれました。その中で、エチオピア

のアイシャという少女が自宅から往復８時間かけて水をくみに行くという

話がありました。生徒達はその場面を見て、その大変さを痛感していたよう

でした。授業後多くの生徒達は、「ＳＤＧｓに貢献できるようになりたい」

などの感想を書いていました。 

 

 

 久しぶりにグループで給食を食べる風景が学校に戻ってきました。 

 コロナウイルス感染症が５類になって約３週間。本校も６月１日（木）か

らグループで給食を食べるようになりました。最初は少し恥ずかしがって

いたようで、会話もほとんどありませんでしたが、徐々に会話も増え、給食

を食べながらの笑顔も戻ってきました。 

２０２３年度 

学校だより 

第 ３ 号 しもね 
牛久市立下根中学校 

令和５年６月８日 

文責 校長 立花勝行 

 マンダラチャート      ～ 大谷翔平選手も作った目標達成のためのシート ～ 

給食の風景     ～ 久しぶりのグループでの給食 ～ 

 委員会活動・係活動の充実    ～ 誰かの役に立つために ～ 

 ユニセフ（国際連合児童募金）     ～ 水くみに往復８時間 ～ 




